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障害児保育における保育記録の検討

―「学びの物語」と「ABC記録法」に対する保育者の意識から一
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本研究は,障害児保育における子どもの記録の在 り方についての検討を行った。社会文化的視点の「学びの物語」

と行動論的視点の「ABC記録法」に対する保育者の意識を明らかにした。保育者 6名 を対象として, フォーカス・グ

ループ 。インタビュー (FGI)を 実施し,得 られた逐語録をSteps for COding and Theorization(SCAT)に よって分

析した。

その結果,「学びの物語」は,子 どもの学びの過程を把握するために有効な記録であり,「 ABC記録法」は,障害の

ある子どもが快適に生活するための人的・環境的配慮,情緒的に安定して過ごすための保育者の援助を検討する視点

を含んだ記録であることが明らかとなった。一方,双方の記録の共通点として,子育て支援,子育て相談に関するこ

と,保育者の力量形成に活用できると捉えていたことが明らかとなった。上記の知見を踏まえ,今後は,障害のある

子どもの幼児期の学びに即した具体的な記録の様式と子ども理解のための記録の在 り方を検討していく必要がある。
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I.問題 と目的

幼児教育施設では,障害のある子どもに対する個別の

指導計画の作成と活用が求められている。一方,その作

成方法や障害のある子どもの姿をどのように捉えるの

か,子 ども理解のための記録の方法や在 り方についての

詳細は明確になっていない。

先行研究では,個別の指導計画において設定される目

標が, 日常生活技能や対人関係に関する内容に偏重して

おり,遊びを通して示す子どもの興味,関心に,保育者

が着日しづらい状況が生じていることが示されている
1)。

同様に,松井らのは,健常の子どもと比較して特定の

行動が「できる/で きない」,集団に「適応できる/適応

できない」という二項対立的な見方ではなく,「 まなざ

しの問い直し」についての議論が必要であることを指摘

している。このような二項対立的なまなざしを克服する

ために,吉川らのは,子 どもの姿を社会文化的視点から

捉える「学びの物語」による保育実践の効果を示してい

(22)保育と保健 第 27巻 第 1号

る。そして,「 学びの構え」を手掛か りとした記録は,

子どもが保育環境へと主体的に参加していく実践を構想

するために重要であることを示唆している。

一方,保育所保育指針解説
°では,障害のある子ども

の課題が生 じやすい場面や状況,その理由の分析によ

り,場面に適した行動などの具体的な目標設定の必要性

が明示されている。このような,子 どもの実態を客観的

に把握するための記録の方法として障害特性論,行動論

的視点である応用行動分析学による実践のエビデンスが

蓄積されている
'°

。応用行動分析学
つは,行動と環境と

の相互作用のアセスメントや支援方法の立案のために

「ABC記録法」
つにより記録が行われる。これまでも,

「ABC記録法」の活用は,保育における子どもの合理的

配慮や保育者に求められる支援の発見,保育者間の伝達

の促進に対する効果が得られている°。

このように,障害のある子どもの保育には様々な種類

の記録が用いられているが,一つの視点ではなく,様々

な視点に基づ く記録により,包括的に子どもの姿を提え



ていく必要があると考えられる。

以上のような問題意識から,本研究では,障害のある

子どもの発達を捉える着眼点が整備されている「学びの

物語」と行動論的視点を実装した応用行動分析学に基づ

く「ABC記録法」のそれぞれの記録に対する保育者の

意識を明らかにする。そして,障害児保育における子ど

もの記録の在 り方に対する示唆を得ることを目的とし

た。

Ⅱ.対象 と方法

1.研究対象者

保育施設に正規職員として勤務する保育者 6名 (保育

者経験平均年数23.3年 ,SD=53,障 害児保育の担任経

験平均年数10.8年 ,SD=4.6)を 対象とした。対象者の

選定条件は,①正規保育者として複数年の勤務経験があ

ること,②障害児保育の実践経験者であること,③個別

の指導計画の作成経験を有することとした。対象者は,

上記の条件を満たす保育者であり, インタビューにおい

て,意見を表現しやすい関係が構築されている保育者を

選定した。

すべての対象者は,「応用行動分析学」の研修会に参

加済みで,保育実践で活用 した経験をもっていた。ま

た, 3名 は,実施日より以前に「学びの物語」について

の研修を受講していた。一方,保育実践で活用した経験

はなかった。対象者の概要を表 1に示した。

2.研究全体の流 れ

1)記録に関する講義の実施

対象者に対 して,第 2著者が「学びの物語」,第 1著

者が「ABC記録法」に基づ く保育記録の概要について,

それぞれ30分間の講義を行った。講義の概要を表 2に示

した。

2)調査方法

2019年 7月 に,上記 6名 の対象者に対 して,第 1著者

が所属する大学の講義室で実施 した。第 1著者が司会

者,第 2著者が副司会者となり,「 障害児保育において

双方の記録はどのように活用できるか」といった内容を

主題 としてフォーカス・グループ・インタビュー (以下 ,

FGI)を 行った。FGIのおおよその実施時間は60分であっ

た。

3)データ分析の方法

FGIにおける保育者の語 りはすべてICレ コーダーに録

音 し,終了後に速やかに逐語録 を作成 した。逐語録は

Steps for COding and Theorization(SCAT)9)1° を用い

て分析を行った。

その後,SCATか ら抽出された双方の記録に対する構

成概念について,第 1著者 と臨床心理学を専門とする大

学教員の 2名が独立 して,類似 したカテゴリーに分ける

作業を行った。その後,双方が合議 しながら,サ ブカテ

ゴリー, カテゴリーとして分類・命名 し,双方の記録に

表 1 参加者の概要

保育者経験年数 磐蕎記誤T浙
学びの物語の  学びの物語の  ABC記録法の  ABC記録法の
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表2「学びの物語」と「ABC記録法」の講義の内容

「学びの物語」の講義内容 「ABC記録法」の講義内容

1.

2

3.

4.

「学びの物語」の概要

「信頼モデル」による子どもの捉え

「学びの物語」の記録方法

「学びの物語」による実践の評価

子どもの行動の定義

ABC分析と行動の意味理解

記録に基づく目標設定と援助方法

行動の評価

1.

2.

3.

4.
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対する保育者の意識の特徴を抽出した。作成されたカテ

ゴリーと構成概念については,第 2著者が内容を確認

し,合意を得た上で,作図を行った。

4)倫理的配慮

研究対象者には,研究の趣旨や方法,個人情報とプラ

イバシーの保護,研究協力への自由意思と協力の撤回の

自由について回頭と文章で説明し,本研究への同意を得

た。なお,本研究は新潟青陵大学研究倫理審査の承認を

得て実施した (承認番号 :201901)。

Ⅲ.結  果

SCATに よる分析で示された 6名の保育者から得られ

た「学びの物語」 と「ABC記録法」の記録について,

保育者の意識に対するス トーリー・ラインを示した。な

お,下線部分はテーマ・構成概念を示した。

1.「学びの物語」の記録の活用に関するストーリー・ラ

イン

〈保育者A〉

保育者間の対話と交流による経験知の伝達が可能では

ないか。 5つ の明確な視
`点

による子ども理解ができ,曖
味で不確実な姿からの捉えや主体性に対する細かな見取

りが可能である。子どもの特性も伝わり,個 に応じた育

ちの尊重と仲間関係の援助が可能である。良い,悪いと

いった特定の行動にとらわれない子どもの姿に対 して,

保育者の個人の見方の尊重ができ,保育者の感 じ方か

ら,具体的な思考を促す記録である。

〈保育者B〉

若手保育者の振 り返 りと力量形成のために活用が可能

である。この記録により,保育者間の対話での情報共有

が可能である。保護者に見せたい記録なので,子育て支

援への活用に期待できる。

〈保育者C〉

場面にとらわれない子ども理解が可能である。明確な

視点による子ども理解ができ,保護者と一緒に子どもの

姿を共有する子育て支援への活用が可能である。先輩保

育者との対話による保育観の共有,子育て支援を行う保

育者の力量,特に連絡帳への活用ができると考える。ま

た,計画に対する目標の達成状況を確認できるので自己

評価の視覚化により,達成感を味わえる。

〈保育者D〉

保育者同士の価値観,子ども観の共有ができ対話によ

る同僚の成長を望むことができる。気になる子どもだけ

ではなく全ての子どもの視線や目線からの子ども理解を

(24)保育と保健 第 27巻 第 1号

促し, 自分の保育を振 り返ることができる。保育実践の

意味の問い直しができる。

(保育者E〉

特定の場面ではなく,場面にとらわれない子どもの見

左が可能である。この記録は,新たな見方による力量形

成の取組みに活用できる。個の発達を重視しながら,他

者との関わりといった個と集団の育ちの尊重ができる。

写真からは,子 どもの内面と意思の理解,興味関心を捉

える視点をもつことができる。

(保育者F〉

嬉 しい,喜 び,笑 うなどの気持ちの表れを捉える視

虫,で きなかったことができたといった適応支援の視

点,や さしくできたとか友だちとかかわっている仲間関

係を捉える視点をきりとりたい。

2.「ABC記録法」の記録の活用に関するス トーリー・

ライン

〈保育者A〉

客観視による力量形成が培われる。生活のなかの集団

適応の支援を重視するため,保育者同士の協働による多

面的理解が可能である。子どもの特性の把握や,協働に

よる意思統一が図られ,特に低年齢児の行動,一斉保育

による活用,パターン化している行動に対しての援助方

法の検討が行われている。

問題行動だけではなく,肯定的な行動へのまなざしを

もち,保育者の気づきを助長することから,省察の手段

として,特に若手保育者の力量形成に適している。

(保育者B〉

行動のきっかけへの援助を行うことで,部屋から飛び

出すなどの行動がなくなった。年齢によって見方が難し

く,発達年齢による行動の違いに対する理解が難しいと

感じる。

〈保育者C〉

気になる行動の頻度から,回数が測定できる行動を調

べている。行動への対応を職員同士で話し合うため,堡
育者間の連携が促進される。その結果,関わりについて

共有することができるので,保育者の情緒的支援につな

がり,情報共有による信頼関係をもたらす。子どもの盛

覚の過敏性を発見したことや,養育者との子育て相談と

して活用している。

〈保育者D〉

研修会で学んだものを実践にいかすため,課題解決の

糸日のきっかけをつかんでいる。記録をすることで,視

覚化記録による課題解決が図られる。



〈保育者E〉

幼児期は,環境移行に伴う行動範囲が拡大する時期で

ある。幼児クラスに比べ,乳児の行動は明確で,低年齢

児の保育に活用しやすいと感じる。

〈保育者F〉

気になる行動に対する低年齢児の行動理解に役立ち,

複数職員で活用ができる。子どもの課題となっている行

塾に対して,VTR記 録を基に保護者との共有を行った

ことがある。

3.双方の記録の構成概念の分析

「学びの物語」は,「実態把握」,「援助」,「振り返り」

の3つ のカテゴリーに分類された。それが, さらに7つ

のサブカテゴリーに分類された。「実態把握」のカテゴ

リーは,「子どもの意欲 。内面の理解」「子どもの姿の焦

点化」「限定されない場面や行動」の3つ のサブカテゴ

リーであった。「援助」のカテゴリーは,「個と集団の育

ち」「子育て支援」の2つ のサブカテゴリーであった。

「振り返り」のカテゴリーは,「主体的な力量形成」「対

話による協同解釈」の2つ のサブカテゴリーであった。

「ABC記録法」は,「実態把握」,「援助」,「振り返り」

の3つのカテゴリーに分類された。それが, さらに6つ

のサブカテゴリーに分類された。「実態把握」のカテゴ

リーは,「子どもの行動理解」の 1つ のサブカテゴリー

であった。「援助」のカテゴリーは,「 集団適応への支

援」「援助方法の統一」「保育環境資源の相違による活

用」「子育て相談」の4つ のサブカテゴリーであった。

「振り返り」のカテゴリーは,「客観的視点による力量形

成」の1つのサブカテゴリーであった。

表 3に双方の記録におけるSCATで抽出した構成概念

とそれを集約したカテゴリー,サ ブカテゴリーを示し

た。

表 3 双方の記録の構成概念による比較

学びの物語 ABC記録法

カテゴリー  サブカテゴリー 構成概念 カテゴリー  サブカテゴリー 構成概念

1 子どもの意欲・

内面の理解

主体性に対する細かな見取 り,

視線や目線からの子ども理解,

子どもの内面と意思の理解,興  I 実態把握

味関心を捉える視点,気持ちの

表れを捉える視点

パターン化している行動,回数
1 子 どもの行動 が測定できる行動課題となって

理解     いる行動,肯定的な行動へのま

なざし

明確な視点による子ども理解 ,

I 実態把握 2 子 どもの姿の 曖味で不確実な姿からの捉え,

焦点化    個人の見方の尊重,明確な視点
による子ども理解

特定の行動にとらわれない子ど

3 限定されない もの姿,場面にとらわれない子

場面や行動  ども理解,場面にとらわれない

子どもの見方

Ⅱ 援助

個に応じた育ちの尊重,仲間関
1 個と集団の  係の援助,個 の発達を重視,個

育ち     と集団の育ちの尊重,適応支援
の視点,仲間関係を捉える視点

集団適応の支援を重視,一斉保
l 集団適応への 育による活用,援助方法の検討,

支援     感覚の過敏性,課題解決の糸口,

特性の把握

協働による多面的理解,協働に

2 援助方法の  よる意思統一,保育者間の連携 ,

統一     保育者の情緒的支援,情報共有
による信頼関係Ⅱ 援助

3 保育環境資源
の相違による

活用

低年齢児の行動,発達年齢によ

る行動の違い,環境移行に伴う

行動範囲,低年齢児の保育,低
年齢児の行動理解,複数職員で

活用

2 子育て支援  言再蔦

支援への活用,連絡帳ヘ
4 子育て相談  言房兵署

談として活用,保護者

1 主体的な力量

形成

具体的な思考を促す記録,若手

保育者の振 り返 りと力量形成,

自己評価の視覚化,保育実践
の意味の問い直し,新たな見方
による力量形成,子育て支援を

行う保育者の力量       Ⅲ 振り返り

対話 と交流による経験知の伝

達,対話での情報共有,対話に
よる保育観の共有,価値観,子
ども観の共有,対話による同僚
の成長

Li[];l』』|り11こ 暑][蟹ま
2 対話による協

同解釈

Ⅲ 振 り返り

保育と保健 第 27巻 第 1号 (25)



Ⅳ.考  察

保育者の主題に対するス トーリー・ラインによる構成

概念のカテゴリーから,「 学びの物語」 と「ABC記録

法」の双方の記録に対する意識が明らかとなった。以

下,相違点と共通点から,障害児保育における記録の在

り方について考察を行った。

保育者は,双方の記録について「実態把握」,「援助」

のカテゴリーに大きな違いがあると捉えていることが示

唆された。上記のカテゴリーにおいて,「学びの物語」

は,「 子 どもの意欲 。内面の理解」「子 どもの姿の焦点

化」「限定されない場面や行動」「個 と集団の育ち」と

いったサブカテゴリーが抽出されたのに対し,「 ABC記

録法」は「子どもの行動理解」「集団適応への支援」「援

助方法の統一」「保育環境資源の相違による活用」と

いったサブカテゴリーが抽出された。

「学びの物語」は,「 できる/で きない」といった二項

対立的なまなざしではなく,子 どもが主体となって遊び

や仲間関係の充実を目指した実践が行われてきた9。
そ

して,子どもは,有能であり,学び手であり,子どもが

進んでやろうとする構えが前景化され,子どもの否定的

な要素を見るのではなく,肯定的な側面に焦点があてら

れる
lD。

本研究の結果からも,保育者は「学びの物語」

を子どもの内面や意欲を尊重し,子 どもの主体性と仲間

関係による協同性といった,学びの過程を把握するため

に有効な記録として捉えていたと言える。

一方,「 ABC記録法」は,子 どもの課題となる行動や

場面について,子 どもの行動上の問題や保育実践の課題

を多面的に捉えることが可能であると考えられていた。

また,「保育環境資源の相違による活用」のサブカテゴ

リーは,人的資源が整備 されることで「ABC記録法」

の活用が可能になると捉えられていた。

応用行動分析学では,保育者の援助技術の改善や向

上',他の保育者への波及効果
°が示されてお り,子 ど

もの行動上の問題に対する援助の方法,環境的条件の見

直し,個に応じた合理的配慮を検討するために有効であ

る。保育者の意識からも「ABC記録法」は,子 どもの

課題に対 して,場面に適した具体的な行動の目標を見い

出せる記録であること。そして,障害のある子どもが快

適に生活するための人的・環境的配慮,情緒的に安定し

て過ごすための保育者の援助を検討するために必要な記

録として捉えていたと言える。

他方,保育者は,双方の記録に2つの共通点を見出し

ていることが示された。1つ 目は,「援助」のカテゴリー

の「子育て支援」,「子育て相談」のサブカテゴリーであ
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る。「学びの物語」では「子育て支援への活用」のサブ

カテゴリーが抽出され,「 ABC記録法」では「子育て相

談への活用」のサブカテゴリーが抽出された。「学びの

物語」は,写真を用いて可視化することや関心をもって

環境にかかわっている子どもの姿を物語として綴ること

となる。保育所保育指針解説
°では,保護者の相互理解

を図るため,保護者の子育てに対する自信や意欲を支え

ることや,保育活動に対する保護者の積極的な参加を促

すことが求められている。「学びの物語」は,子 どもの

育ちや発達の姿を視覚的な記録として蓄積する。保育者

の意識からも, このような視覚的な情報は,他者と共有

できる利点があり,保護者に保育・教育の内容を伝える

手段として有効であり,保育者固有の子育て支援に寄与

する記録であると言える。

一方,「 ABC記録法」は,主に子どもの気になる行動

や養育上の課題に対する保護者からの相談に対して活用

できると捉えられていた。応用行動分析学では, これま

でも養育者の養育技術の向上や子育てス トレスの軽減と

いった効果
②が示されており,保護者に対する相談支援

に活用できる記録であると言える。

2つ 目は,「振 り返 り」のカテゴリーに示された保育

者の力量形成への活用である。「学びの物語」では,「振

り返 り」のカテゴリーにおいて「主体的な力量形成」

「対話による協同解釈」がサブカテゴリーとして抽出さ

れた。「学びの物語」は,子 どもの姿をもとに保育者同

士の対話が進められ,保育者双方の思考の伝え合い,そ
して,保育を振 り返ることは保育者個人の成長を促すと

捉えられていた。また,同僚との対話は,保育者双方の

経験知,保育観の共有 と伝達に役立つと捉えられてい

た。保育の質の向上・確保の手段 として,保育実践の

「見える化」が必要であることが示されているB)。 この

ように「学びの物語」による 1次的な記録は,個人の省

察と同僚との対話を経て,子どもの見方を振 り返ること

から, 自身の保育を見直すことに活用できるであろう。

一方,「 ABC記 録法」では,「 振 り返 り」のカテゴ

リーにおいて「客観的視点による力量形成」がサブカテ

ゴリーとして抽出された。客観的視点による事実情報の

記録は, 自らの援助の在 り方を振 り返ること,情報を共

有,連携,協働といった保育者同士の一体的な対応を産

出する記録であるとの意識が明らかとなった。保育場面

で示す子どもの行動は多種多様であり,行動の原因理解

とそれに対する援助は,保育者が協働して検討すること

となる。これまでも,「 ABC記録法」は子どもの支援の

発見と支援のための保育者間の伝達を促進することが示

唆されている
'。



上記のプロセスを視覚化する作業は,保育者間の保育

に対する一体的な対応を可能にするものであると考えら

える。このことから,子 どもの気になる行動は,障害が

起因して起きると捉えるのではなく,人的・物的環境の

再構成を含めた視点に着眼し,保育者同士で援助の在 り

方を見直すために必要な記録であると考えられる。

V.結   論

本研究は,「学びの物語」と「ABC記録法」に対する

保育者の意識を明らかにした。「学びの物語」の記録は,

子どもの主体的な遊び,子 ども同士の協同的な学びの過

程を把握するために有効な記録であると捉えられてい

た。一方,「 ABC記録法」による客観的な子どもの捉え

は,子どもが情緒的に安定し,興味 。関心のある遊びを

提供するために前提となる環境の見直し,合理的配慮を

検討することができると捉えられていた。また,双方と

もに障害のある子どもへの援助に対する保育者の力量形

成,子育て支援や子育て相談に活用可能であることが明

らかとなった。

一方,本研究の限界点は,対象者の双方の記録に対す

る実践経験の有無の差が結果に反映されている可能性が

あることである。本研究のすべての対象者は,「 ABC記

録法」の講義と実践経験を有 してお り,「 学びの物語」

については,実践経験をもっていなかった。このことか

らも,今後は,実践を通した学びにより,研究データを

積み重ねる必要がある。そして,本研究で得られた知見

を踏まえ,障害のある子どもを包括的に捉え,かつ,幼
児期の学びに適合した具体的な記録の様式を作成し,子
ども理解のための記録の在 り方を検討していく必要があ

る。
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